
 感染力の強い「変異株」が急拡大しています。自分の行動が、大切な人を守ることにつながります。 

 保健所での調査結果から、職場での感染予防対策について見直しましょう。 

福島市保健所だより（新型コロナウイルス感染症予防） No.7 Ｒ3.6月 福島市保健所作成 

感染症に強い 健康なまちづくりを目指して 
～職場での感染対策から分かったこと これから活かせるポイント～ 

■ 年代は、20代40代の感染が多い 

■ 男性は職場での感染・経路不明、女性は家族親族間での感染が多い傾向 

■ 仕事や会食の場面で感染し、家庭内感染を引き起こしている 

 

R3年3月～5月の感染の特徴 

陽性者が勤務する職場の調査でわかったこと 

R3年3月から5月ま

での間、保健所では、

６２か所の職場にて

現地調査を実施しま

した。 
マスクの着用 

適切な濃度の消毒薬で手指消毒をしている職場 

適切な換気 

・電話の時はマスクを外
していた 

・マスクをせず、複数人

で車に同乗していた 

・鼻を出したマスクで勤

務していた 

社員の体調管理をしていた職場 
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・廊下側ドアのみの開放で、

空気がよどんでいた 

・定期的ではなく、気づいた

時に窓を開けていた 

・換気を妨げるようにパー

テーションが設置されていた 

・咳や咽頭痛などの症

状があっても、迷惑を

かける、休みにくいた

め症状があっても出勤

していた 

・アルコール濃度が
60％以下だった 

・動線上に置いてい
なかったため使用
頻度が低かった 

職場内感染の特徴 

■ 約7割が適切な濃度と頻度で正しい手指消毒を行っていなかった 

■ 約6割が適切な濃度と頻度でドアノブ、スイッチなどの共有物の消毒を行っていなかった 

■ 約6割が昼食時などマスク無しで会話しながら飲食していた 

■ 約6割が職員の体調管理が個人任せであり職場として管理が徹底されていなかった 

⇒上記要因が２個以上重なると陽性者が複数人発生していた！ 

 

複数の陽性者が 

確認された職場26か所について 



10cm以上開放

10cm以上開放

30分に1回以上対角線上（向かい側）の窓を
開ける（片側しかない時は常時開放）

換気扇は常に稼働

給気口は「開」に

24時間換気システム
は常時稼働に

パーテーションは、頭の上、肩幅が隠れるくらい
座ったときの目安は、床から140㎝以上
天井からの垂れ下げは換気ができなくなるので×

70％

アルコールは、60％以上の表示のあるものを使用。
配置は、出入口や給湯室、プリンターの付近など
皆で触るものの近くに
共用部分（ドアノブや電話など）の消毒も1日に数回
以上（触る頻度が高くなる時に）行う。

トイレの便座などは次亜塩素酸
ナトリウム（1000ppm）で毎日
消毒

塩素系
漂白剤

洗面所にはハンドソープを配置する。
手洗い後のふき取りはペーパータオル
又は個人のハンカチを用いる。
共用タオルは×

エアコンの近くの窓を開放
すると冷暖房の風に外気を
併せて給気できる

新型コロナウイルス感染症 受診・相談センター 
～感染が疑われる方～ 

 

☎ 0120-567-177 FAX 024-521-7926 
平日／8：30～21：00 

土･日･祝日／8：30～17：15 

 

☎ 0120-567-747  FAX 024-521-7926 
24時間 

新型コロナウイルス感染症 相談専用電話 
～健康や感染に不安のある方～ 

 

職場内の感染対策のポイント 


